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ワンヘルスに基づく食品由来薬剤耐性菌のサーベイランス体制強化のための研究 

研究代表者 菅井基行 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター長 

研究要旨： 

厚生労働省は「薬剤耐性（AMR）対策アクションプラン 2016-2020」に従い、ヒト、動物（家畜含）、

農業、食品、及び環境の各分野において薬剤耐性菌の動向を把握し、我が国のデータとして「薬剤耐性

ワンヘルス動向調査年次報告書」を公開することとした。また、WHO は加盟国の特定の病原菌に関する

AMRデータを収集する Global Antimicrobial Resistance Surveillance System (GLASS)を開始し、年

次報告を公開しており、2022 年にシステムを改訂し GLASS2.0 をスタートさせる。本研究では動物性食

品の薬剤耐性菌の動向調査・薬剤耐性機序に関する研究を実施するとともにこれらの報告書にデータを

提供することを目的として以下の調査研究を実施した：地方衛生研究所で扱う耐性菌について全国 20-

30か所の協力施設により菌株の収集、薬剤感受性試験。食肉衛生検査所および検疫所由来鶏肉検体から

耐性菌の分離と収集、薬剤感受性試験、耐性機序・染色体遺伝子型別。食肉処理場（豚）および市販豚

肉由来メチシリン耐性ブドウ球菌の収集、市販鶏肉由来第三世代セファロスポリン耐性菌の季節変動の

検討、薬剤感受性試験を含む性状解析。JVARM参加食肉処理場（牛・豚）、食鳥処理場の健康家畜由来株

の耐性菌の収集、薬剤感受性試験、耐性機序・染色体遺伝子型別。健常人糞便からの ESBL産生大腸菌の

分離。これらの分離株について薬剤耐性研究センターにおいてゲノムデータの取得を進めた。ゲノムデ

ータは薬剤感受性データ、菌株とともに薬剤耐性菌バンクで一元管理し、保有耐性遺伝子、MLST、病原

遺伝子について解析した。また GLASS 2.0 に対応し、データの提出を行うためのプログラムの開発、

GLASS 2.0仕様でのデータの集計を都道府県別で行い、ワンヘルスプラットフォームと連携するプログ

ラムの開発、当該データを解析しレポートを作成するプログラムの検討・開発を進めた。 

研究分担者： 

四宮 博人 愛媛県立衛生環境研究所 

朝倉 宏 国立医薬品食品衛生研究所 食品衛生管理部 

小西 典子 東京都健康安全研究センター 微生物部食品微生物研究科 

富田 治芳 群馬大学大学院医学系研究科 

浅井 鉄夫 岐阜大学大学院連合獣医学研究科 

石井 良和 東邦大学医学部微生物・感染症学講座 

小澤 真名緒 農林水産省動物医薬品検査所 

菅井グループ研究協力者： 

矢原 耕史 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 室長 

川上 小夜子 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 非常勤研究員 

北村 徳一 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 非常勤研究員 

鹿山 鎭男 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 室長 

Liansheng Yu 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 研究員 

森谷 晃 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 非常勤職員 

久恒 順三 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 室長 
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岩尾 泰久 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 主任研究官 

黒木 香澄 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 主任研究官 

沓野 祥子 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 非常勤研究員 

菅原 庸 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 室長 

中野 哲志 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 主任研究官 

近藤 恒平 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 研究員 

左 卉 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 研究員 

坂本 典子 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 非常勤職員 

Elahi Shaheem 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 非常勤職員 

荒井 千夏 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 非常勤研究員 

島本 整 広島大学大学院統合生命科学研究科食品生命科学プログラム 教授 

瀬川 孝耶 国立感染症研究所 薬剤耐性研究センター 主任研究官 

小松澤 均 広島大学大学院医系科学研究科細菌学研究室 教授 

A. 研究目的： 

平成 28年度に策定された「薬剤耐性（AMR）対策

アクションプラン 2016-2020」ではヒト、動物（家

畜含）、農業、食品、及び環境の各分野において薬剤

耐性菌の動向を把握し、薬剤耐性に関する施策を評

価し、課題を明らかにすることが謳われている。こ

のため、厚労省は「薬剤耐性ワンヘルス動向調査検

討会」を立ち上げ、今まで各省庁等で独立に行われ

ていた薬剤耐性サーベイランスの成果を総合的に

まとめ、年次報告書を作成し、我が国のデータとし

て公開することとした。また、WHOは 2015年から加

盟国の特定の病原菌に関する AMRデータを収集する

Global Antimicrobial Resistance Surveillance 

System (GLASS)を開始し、年次報告を公開しており、

わが国は GLASS にデータを提出し協力している。

GLASSチームはデータベースの充実を図るため 2021

年にシステムを改訂し GLASS2.0をスタートさせる。

GLASS2.0 では AMR の疾病負荷、薬剤耐性動向、AMR

による経済的損失等の評価が検討されている。また

同チームは今後の GLASS2.0 への収載を見据えてサ

ーベイランスのための全ゲノム解析（WGS）法のテク

ニカル・ノートを発表した。今後は GLASS改訂に対

応したデータを提供して行く必要がある。 

これらのデータ提供に対応するため、わが国では

食品に関連する耐性菌について平成 27〜29 年、平

成 30〜令和 2年の２期にわたる厚生科学研究（主任

研 渡邉治雄）により食品中の薬剤耐性菌の動向調

査を実施し、家畜―食品―ヒト間の耐性菌の流れを

一元的に把握することを試みて来た。この間、ヒト

由来耐性菌のサーベイランス JANISと家畜由来耐性

菌のサーベイランス JVARMの結果を一元的に比較解

析できる体制の構築、全国地方衛生研究所等によっ

て収集される食品由来細菌の薬剤耐性サーベイラ

ンスの体制の構築を行い、専門家による流通食肉の

薬剤耐性菌サーベイランスを実施してきた。本研究

班では 1) 今まで培われて来た食品中の薬剤耐性菌

サーベイランスを実施する各種研究機関、大学等の

専門家のネットワークを用いて実施体制の強化を

行い、2) 動物性食品の薬剤耐性菌の動向調査・薬剤

耐性機序に関する研究を実施し、3) その知見を「薬

剤耐性ワンヘルス動向調査年次報告書」、GLASS2.0

に提供することを目的とする。 

B. 研究方法： 

研究目的にある１)～３)のことを達成するため

に以下の計画で行った。 

１）食品に関連する薬剤耐性菌情報の収集・解析

体制の強化 

(a) サーベイランスを効率的に実施するためにサ

ーベイランスを実施するフィールド、対象とす

る耐性菌を基準として以下のグループを形成

した：地方衛生研究所で扱う流通食品・ヒト由

来検体（四宮、朝倉、小西）、食肉衛生検査所・

検疫所由来検体（富田）、食肉処理場由来検体

（豚・鶏）・市販豚肉（浅井、石井）、JVARMに

参加する食肉処理場検体（小澤）、ゲノムシー

クエンス及び統合解析（菅井）。 

(b) GLASS 2.0に対応し、JANISデータベースから

出力したデータを集計するためのプログラム

を引き続き開発した。具体的には、匿名化され

た個人レベルのデータについて、GLASSの公開

した Variables in the individual datasetに

含まれるデータ項目（匿名化個人 ID、年齢、性

別、検体採取日、検査材料、分離菌、薬剤感受

性試験結果等）を抽出するプログラムを開発し

た。加えて、GLASS 2.0で追加になった新しい
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検査材料と菌の組み合わせ（約 20 通り）を集

計するプログラムを開発した。 

２）動物性食品の薬剤耐性菌の動向調査・薬剤耐

性機序に関する研究 

(a) 地方衛生研究所で扱う流通食品・ヒト由来サ

ルモネラ、病原大腸菌、カンピロバクターにつ

いて全国 20-30 か所の協力地方衛生研究所を

選定し、確立したプロトコールに則り、菌株の

収集、薬剤感受性試験を実施した（四宮、朝倉、

小西）。 

(b) 食肉衛生検査所および検疫所由来鶏肉検体か

らの ESBL産生腸内細菌科細菌、AmpC産生腸内

細菌科細菌、コリスチン耐性腸内細菌科細菌、

カルバペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）、バン

コマイシン耐性腸球菌(VRE)、リネゾリド耐性

腸球菌株の分離（検出）と収集、薬剤感受性試

験、耐性機序・染色体遺伝子型別を実施した（富

田）。 

(c) 食肉処理場（豚）および市販豚肉由来メチシ

リン耐性ブドウ球菌（LA-MRSAを含む）の収集、

（市販鶏肉由来第三世代セファロスポリン耐

性菌の季節変動を検討し、薬剤感受性試験を含

む性状解析を実施した（浅井、石井）。 

(d) JVARM参加する食肉処理場（牛・豚）、食鳥処

理場の健康家畜由来株のプラスミド性コリス

チン耐性遺伝子 mcr保有株、ESBL産生菌、MRSA、

カンピロバクター、サルモネラの収集、薬剤感

受性試験、耐性機序・染色体遺伝子型別を実施

した（小澤）。 

(e) 健常人糞便から ESBL産生大腸菌を分離し、健

康人における耐性菌保有状況を明らかにした

（小西）。 

(f) 各グループが実施するサーベイランスの分離

株について薬剤耐性研究センターにおいてハ

イスループット多検体ゲノム解析システムを

利用してゲノムデータを取得する。得られたゲ

ノムデータは薬剤感受性測定データ、菌株とと

もに薬剤耐性菌バンクで一元管理し、ゲノムデ

ータを元に保有耐性遺伝子、MLST、病原遺伝子

について解析を実施している（疫学・統計学専

門家 矢原）。 

令和 4～5 年に上記の課題について分担研究者が

調査、研究を行い、データの蓄積、解析には薬剤耐

性研究センターを中心としたネットワークを活用

した。年に少なくとも 2 回の班会議を実施し、情

報交換を行うとともに解明すべき事項について共

同研究を実施し、研究班の目的を達成するための

調整を行った（菅井）。 

C. 研究結果: 

耐性菌データの国内・国外への発信： 

国内においては「薬剤耐性ワンヘルス動向調査年

次 報 告 書  2021 」 （ た た き 台 ）

(https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_23261.ht

ml)にデータを提供した。 

国外ではWHO Global Antimicrobial Resistance 

and Use Surveillance System (GLASS) Report: 

2021 （ https://www.who.int/publications/i/ 

item/9789240027336）にデータを提供した。 

四宮グループ 

 地方衛生研究所で扱う流通食品・ヒト（有症者）

由来のサルモネラ、病原大腸菌、カンピロバクター

について全国 20-30か所の協力地方衛生研究所を

選定し、研究内容に関して協力地衛研とともに、当

県の倫理審査委員会に申請し、承諾を得た。次いで、

全協力地衛研に共通のプロトコールに則り、菌株

の収集、薬剤感受性試験、耐性遺伝子の同定を実施

するとともに、感染研（研究代表者）と共同で実施

するゲノム解析に提供する菌株の選定、送付、登録

管理を研究計画通り実施した。また、厚労省「薬剤

耐性ワンヘルス動向調査検討会」の年次報告書、及

びWHO GLASS(世界の薬剤耐性サーベイランス)へ

の報告資料（サルモネラ属菌の感受性試験結果）を

提供した。 

朝倉グループ 

 これ迄に国内に流通する食鳥肉製品由来カンピ

ロバクター菌株を収集し、それらの薬剤感受性試

験を開始した。また、過去のカンピロバクター菌株

について研究代票者所属機関でのゲノム解析に供

するための協議を行った。このほか、食鳥肉製品に

おけるESBL産生大腸菌定量検出試験を行った。 

小西グループ 

1）カンピロバクターの薬剤耐性菌出現状況 

2020年に東京都内の散発患者から分離されたC.
 jejuni 86株およびC. coli 7株を供試した。フル

オロキノロン系薬剤に耐性を示した割合はC. jej
uniが31.4％、C. coliが57.1％であった。2019年分

離株（C. jejuniが54.5％、C. coliが68.8％）と比

較すると、いずれの耐性率も低下していた。特にC.
 jejuniでは過去10年間の中で最も低い耐性率で

あった。カンピロバクター腸炎の第一選択薬であ

るエリスロマイシンに対する耐性率は，C. coliで
28.6％であったが、C. jejuniでは検出されなかっ

た。 

2）健康者糞便由来大腸菌の薬剤耐性菌出現状況 

2021年に健康者糞便248名から分離された248株
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の大腸菌を対象に、7薬剤に対する薬剤感受性試験

を実施した。いずれか1薬剤以上に耐性を示した株

は125株（50.4％）であり、2017年（36.5％）、20

18年（41.4％）、2019年（39.2％）、2020年（42.

3％）と比較して耐性率は上昇していた。最も耐性

率が高かった薬剤はNAで32.3％、次いでABPC 30.

6％、TC 21.8％であった。フルオロキノロン耐性は

14.1％で2020年の6.4％と比較して著しく上昇し

ていた。セファロスポリン系薬剤耐性は4.8％であ

り、2020年と比較してほぼ横ばい傾向であった。 

3）市販鶏肉由来大腸菌の薬剤耐性菌出現状況 

 2021年に国産鶏肉118検体から分離された大腸

菌205株について薬剤感受性試験を実施した。NA耐

性率は25.9％、フルオロキノロン耐性率は15.1％、

CTX耐性は2.4％であった。 

 一方、外国産鶏肉36検体から分離された大腸菌6

1株のNA耐性率は18.0％、フルオロキノロン耐性率

は6.6％、CTX耐性率は6.6％であった。 

 国産由来株ではキノロン系薬剤に対する耐性率

が高かったが、外国産由来ではCTX耐性率が高い傾

向であった。 

今後、分離株を対象にプラスミド性コリスチン耐

性遺伝子の保有状況やESBL産生菌の遺伝子型を調

べる予定である。 

富田グループ 

１）食品に関連する薬剤耐性菌情報の収集・解析体

制の強化 

(a) 今年度も厚生労働省食品安全局から複数カ所

の自治体（食肉衛生検査所・食肉処理場）、お

よび2カ所の検疫所に対してそれぞれ国内産鶏

肉と輸入鶏肉検体の収集を依頼し、今年度中に

検体が送付される予定である。 

(b) 耐性菌バンク構築のために、これまでの調査研

究において国内外の食肉検体から分離された

薬剤耐性腸内細菌科細菌56株および薬剤耐性

腸球菌44株の合計100株を国立感染症薬剤耐性

研究センターへ送付した。 

２）動物性食品の薬剤耐性菌の動向調査・薬剤耐性

機序に関する研究 

(b)2021年2月から3月にかけて収集した国内産鶏

肉50検体（群馬20検体、鹿児島30検体）、および輸

入鶏肉97検体（ブラジル62検体、米国15検体、タイ

12検体、ニュージーランド6検体、スペイン2検体）

について、ESBL産生腸内細菌科細菌、AmpC産生腸内

細菌科細菌、コリスチン耐性腸内細菌科細菌、カル

バペネム耐性腸内細菌科細菌（CRE）、バンコマイ

シン耐性腸球菌(VRE)、リネゾリド耐性腸球菌、バ

シトラシン耐性腸球菌の分離（検出）と薬剤感受性

試験、耐性機序・染色体遺伝子型別を実施した。2

021年収集株（2020年度調査株）ではESBL産生/Amp

C産生腸内細菌科細菌が国内産鶏肉47検体（94%）か

ら、輸入鶏肉検体26検体（27%）からそれぞれ検出

された。ESBLの耐性型はCTX-Mが主であり、群馬県

産株からはCTX-M9が多かった。fonA陽性(染色体性

ESBL)S. fonticolaが輸入鶏肉4検体（4%）（ブラジ

ル3検体、タイ2検体、ニュージーランド1検体）か

ら検出された。AmpCの耐性型はCITが主であった。

一方、コリスチン耐性株やCREは検出されなかった。

薬剤耐性腸球菌に関しては、VanN型VRE株が国産鶏

肉4検体（8%）（群馬1検体、鹿児島3検体）から検

出された。リネゾリド耐性腸球菌（optrA陽性株）

が国内産鶏肉11検体（22%）（群馬8検体、鹿児島3

検体）から検出された。バシトラシン耐性腸球菌（b
cr陽性株）が米国産を除く他の鶏肉検体から検出

された（分離頻度は24～80%）。 

浅井グループ 

中部地区のと畜場2か所で49養豚場から出荷した2

45頭の耳裏スワブを収集し、6.5％塩化ナトリウム

加ミューラーヒントン培地（関東化学）で増菌培養

後、ポアメディアMRSAⅡ培地（栄研化学）に塗抹し

た。MRSAは7農場（14.2％）19頭（7.8％）から分離

された。今後、分離株の遺伝子型、薬剤感受性等の

性状解析を行う。 

東海地方（愛知県と岐阜県）および関東（千葉、神

奈川、埼玉）を中心に、国産豚肉160パック、輸入

豚肉49パックの計209パックを購入し、肉25ｇを6.

5％塩化ナトリウム加ミューラーヒントン培地（関

東化学）25ｍｌで増菌培養後、ポアメディアMRSAⅡ

培地（栄研化学）に塗抹した。MRSAは209検体中9検

体（4.4％）から分離され、陽性9検体はすべて国産

豚肉であった。分離されたMRSAは家畜関連MRSA型

（ST398）で、遺伝子型、薬剤感受性等の性状解析を

行う。 

2021年9月から岐阜市内のスーパーマーケット4店

舗で国内産と輸入鶏肉を購入し、MPN法によりESBL

産生大腸菌を計数している。11月まで終了し、現在

12月の検査を実施中。 

採卵鶏農場9か所から45鶏舎（5鶏舎/農場）の糞便

を入手し、コリスチン添加培地を用いて大腸菌を

分離した。現在、薬剤感受性等の性状解析を実施中。 

研究室で保存していた第3世代セファロスポリン

に耐性を示すコリスチン自然耐性株のβ-ラクタ

マーゼを同定した。菌種は、Serratia、Hafnia、M
organellaなどで、β-ラクタマーゼ遺伝子はSerra
tia fonticolaからblafonA 、Hafnia alveiからbla

ACC、 Morganella morganiiから blaDHA が検出され

た。 
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石井グループ 

食品の薬剤耐性菌による汚染状況ならびにヒトか

ら分離される薬剤耐性菌との関連性を明らかにす

る目的で、我々のグループではと畜場でカットさ

れた豚耳からメチシリン耐性黄色ブドウ球菌 (MR

SA)、食鳥処理場でパッキングされた市販鶏肉から

第三世代セファロスポリン系薬耐性大腸菌 (Thir

d-generation cephalosporin-resistant Escheri
chia coli: 3GCR-Ec) の分離および収集を行って

いる。 

豚耳は1農場あたり5頭のそれぞれ片耳をMRSAの分

離培養に供試すると定めた。と畜場での農場間ク

ロスコンタミネーションのリスクを最小限にする

ため、ある1日の最初に各作業ラインに搬入される

農場のみの採材とした。本年度はこれまでに、202

1年11月から12月に17農場から搬入された豚の85

つの豚耳を供試した。うち、少なくとも1株のMRSA

が分離されたのは13農場だった。 

3GCR-Ecの培養には、小売店でのクロスコンタミネ

ーションのリスクを避けるため、食鳥処理場でパ

ックされた鶏ムネ肉を供試した。20のブロイラー

農場で飼育され、食鳥処理場でパックされた241検

体を供試し、3GCR-Ecが分離されたのは6農場に由

来する24検体 (10.0%, 1検体あたり1株を選出) 

だった。 

収集された菌株の薬剤感受性を測定するため、フ

ローズンプレート (栄研化学) を発注した。令和3

年12月中に入手予定である。今後、収集された菌株

は国立感染症研究所薬剤耐性菌センターのグルー

プによりイルミナ社の次世代シークエンサー (NG

S) によるドラフト全ゲノム解析が実施される予

定である。染色体あるいはプラスミドの完全塩基

配列を決定する場合は、東邦大学医学部微生物・感

染症学講座においてナノポア型NGS (オックスフ

ォード・ナノポアテクノロジーズ) による解析を

行う予定である。 

小澤グループ 

（１）食肉処理場（牛・豚）または食鳥処理場の健

康家畜由来株のプラスミド性コリスチン耐性遺伝

子mcr保有株15株、ESBL産生菌 4株、MRSA29株、カ

ンピロバクター92株、サルモネラ117株について、

次世代シークエンサーによって取得した塩基配列

を用いてドラフトゲノム配列を得た。 

（２）平成29年度から平成30年度に分離された、と

畜場及び食鳥処理場由来大腸菌が保有しているmc
r遺伝子が乗ったプラスミドの塩基配列を、ショー

トリードとロングリードを組み合わせたハイブリ

ッドアセンブルによって取得中。 

（３）令和元年度に分離された、コリスチンのMICが

2 μg/mL以上のと畜場及び食鳥処理場由来大腸菌

4株及び食鳥処理場由来サルモネラ属菌59株につ

いてコリスチン耐性遺伝子mcr-1～mcr-10をmulti

plex PCRで検出した。大腸菌よりmcr-1：4株、mcr
-3：1株が分離されたが、サルモネラ属菌からは遺

伝子は検出されなかった。 

菅井グループ 

感染研・薬剤耐性研究センターでは、各分担研究者

が分離した菌株の全ゲノムシークエンス解析を担

当している。当初の受入れ予定の年間約1300株の

ところ、約700株の菌株あるいは精製DNAを受領済

みであり、順次全ゲノムシークエンシングを行っ

ている。その内訳は、食品由来サルモネラ菌・腸球

菌・カンピロバクター等340株、ヒト分離サルモネ

ラ菌・カンピロバクター149株、健常人由来大腸菌

123株である。また、動物医薬品検査所（小澤先生）

からは、トリ由来サルモネラ菌117株分の全ゲノム

配列データを受領している。朝倉グループからは

鶏肉由来カンピロバクターDNA,ESBL産生大腸菌DN

Aを受領する予定で、それに先立ちDNA調整法につ

いて検討した。 今後データ解析を進めることに

より、菌の遺伝型や保有する耐性遺伝子の詳細、食

品とヒト由来菌株の関連の有無等を明らかにする

予定である。 

また、（広島大学・島本教授との共同研究により）

野菜分離の腸内細菌科細菌6株の全ゲノム解析を

実施した。その結果、サムライネギから分離された

Kluyvera sichuanensis がESBL遺伝子blaCTX-95

に近縁（アミノ酸配列の相同性91％）な遺伝子を有

することを見出した。 

D. 考察: 

研究班で得られた耐性菌のデータが、国内・国外へ

の情報発信に貢献していることは大きな成果であ

る。国内においては「薬剤耐性ワンヘルス動向調査

年次報告書 2021」、国外においては WHO GLASS

に提供され、JANISや NESID等のヒト由来データと

ともに日本におけるワンヘルスアプローチによる

基礎データを提供した。 

この研究班は食品に関連する薬剤耐性菌の基盤デ

ータの収集を目指している。地方衛生研究所が食

中毒の原因微生物調査事業の一環として食品等か

ら菌の分離を行なっていること、また地方衛生研

究所全国協議会のネットワークを駆使して国全体

の食品由来細菌の耐性データを得ることができる

という理由で食品由来細菌（サルモネラ、カンピロ

バクター、大腸菌）の耐性菌調査は地方衛生研究所

に担当していただいた。前の渡邉研究班において
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も指摘されていたが、本来、このような食品関連の

耐性菌の調査は事業として実施されることが望ま

しい。また現在の23地方衛生研究所の枠組みを愛

媛県衛生環境研究所に取りまとめていただいてい

るが、このような対応が今後も継続できるかにつ

いては不明である。食品由来耐性菌のモニタリン

グに関して、どのような位置付けで集計・解析を担

当するかについて今後も検討する必要がある。 

「薬剤耐性ワンヘルス動向調査年次報告書」「WHO 

GLASS」では薬剤耐性データは菌株の感受性データ

として報告されている。現在、検討されている

GLASS 2.0ではさらに耐性遺伝子データの収載が検

討されており、併せて全ゲノムシークエンス配列

を読む Genomic Surveillanceが推奨されている。

このことに鑑み、本研究班では新規に収集する薬

剤耐性菌及び、すでに収集した薬剤耐性菌につい

て可能な限り全ゲノムシークエンスデータを採取

し、それを元に遺伝子レベルでの薬剤耐性データ

を集め、国内外での報告に資する基盤データを作

出することを目的とした。昨年度の準備を経て、今

年度は各分担研究者から収集菌株あるいは精製

DNAを収集し、全ゲノムシークエンスを作出すると

ともに個別に解析したゲノムデータを収集した。

今後、データをさらに蓄積するとともに、それらを

用いて基盤データのフォーマットを確定させる予

定である。 

サルモネラに関してはヒト由来株のうち食品から

も 分 離 さ れ た 血 清 型 、 S. Infantis, S. 
Schwarzengrund, S. Manhattanでは、2015年～2020

年分離株と同様にヒト由来株と食品由来株の耐性

傾向に強い類似性があり、食品由来耐性菌とヒト

由来耐性菌との関連が強く示唆された。大腸菌に

ついては下痢原性大腸菌の方が EHECより薬剤耐性

率は高く、多剤耐性傾向を示した。C. jejuniと C. 
coli はともにヒト由来株と食品由来株の耐性傾向

に強い類似性があり、食品由来耐性菌とヒト由来

耐性菌との関連が強く示唆された。国産鶏肉と輸

入鶏肉から分離された大腸菌の薬剤耐性パタンは

異なり、国産では ABPC, KM, SM, TC, ST, CP, FOM, 

NA, CPFX, NFLX, OFLXであったのに対し、輸入で

は CTX, CFX, GM のみであった。腸内細菌科細菌

ESBL 遺伝子の探索結果でも国産鶏肉の方が輸入鶏

肉より多く検出されており、今後、全ゲノムデータ

の解析によって耐性遺伝子の違いが浮き彫りにな

ると考えられる。食鳥処理場及びと畜場で分離さ

れた大腸菌及びサルモネラのうち、コリスチンの

MIC が2 μg/mL以上の株についてコリスチン耐性

遺伝子（mcr-1～mcr-10）の保有状況を確認したと

ころ、大腸菌から mcr-1 遺伝子及び mcr-3 遺伝子

は検出されたが低率（各年、動物種毎に、いずれも

5%以下）であった。鶏肉からの薬剤耐性腸球菌につ

いては、VanN 型 VRE 株が国産鶏肉4 検体（8%）か

ら検出されているが、ヒトで多く認められる VanA

や VanBは検出されなかった。しかしリネゾリド耐

性腸球菌（optrA 陽性株）が国内産鶏肉11検体（22%）

検出されている。ヒト由来 VRE ではリネゾリド耐

性株は依然として少ないため、今後ヒトに移行し

ないかを継続してモニターする必要があると考え

られた。と畜場での豚耳検体からは関東、東海等地

域を問わず MRSAが検出された。薬剤感受性検査結

果から LA-MRSAが疑われている。今後、全ゲノムシ

ークエンス結果に基づき、その性状を明らかにし

てゆく必要がある。 
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（2）業界関係者向け説明会 

1) 浅井鉄夫 次期アクションプランの動物分野
の数値目標について（「AMR 対策の数値目標
を検討するラウンドテーブル」、令和3年6月30
日、WEB 開催、AMR アライアンス・ジャパ
ン、AMR 対策アクションプランの成果と課題
について獣医学領域から概説した。）

2) 浅井鉄夫 動物分野における抗菌薬使用―現
状と今後の課題（「将来への投資~AMR から世
界を救うために求められる投資家の役割~」令
和3年9月8日、WEB 開催、AMR アライアン
ス・ジャパン、家畜における薬剤耐性菌と抗菌
剤使用の現状について概説した。）

（3）行政関係者向け説明会 

1) 浅井鉄夫 動物分野における抗菌薬の適正使
用について（「次期 AMR アクションプラン策
定作業部会」における有識者ヒアリング、令和
3年11月14日、WEB 開催、不明、PwC コンサ
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1. 特許取得

なし 

2. 実用新案登録

なし 

3. その他

なし
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